　　　　　　　　　　　　　第１学年〇組　　道徳科学習指導案
                          　             　　　　　　〇年〇月〇日　〇曜日　第〇時
                            　                        　　　指導者　〇　〇　〇　〇
１　主　題　名　　　親切な心で　　Ｂ　親切、思いやり
２　主題設定の理由
　(1) 価値観
　　　親切とは、相手の立場になって考えることや、相手を思いやり優しくすることである。親切な心や思いやりをもって行動することは、互いに気持ちよく過ごし、よい人間関係を築くことができる。そのため、集団生活をするのに必要不可欠なものである。自分の気持ちを優先させたい気持ちを抑え、相手の立場に立ってその心情を思い、自分のこととして受け止めることが必要である。学校や学級での生活が身に付いてきたこの時期に、友達に対して温かい声を掛けたり、親切にしてあげたりしようとする態度を養いたい。
　(2) 児童観
本学級の児童は、友達に対して優しくしたり、親切にしたりすることがよいことだと分かっている。しかし、まだ低学年の発達段階で見られる自己中心的な言動をしてしまうことがよくある。また、学校生活のきまりについては繰り返し指導しており、かなり身に付いてきたものの、きまりにはない親切や思いやりのように児童自身が大切だと感じて行動に移すものについては難しい。本教材を通して、親切にすることのよさに気付かせ、行動に移すことができるようにしたい。
　(3) 教材観
本教材は、主人公のおおかみがうさぎたちを相手に、おもしろがって意地悪を続けるが、熊に親切にされ、自分の行為を振り返り、優しい心で親切にするという内容である。意地悪がおもしろいと感じているおおかみの気持ちは、児童にとって生活の中の経験として想像しやすいと考える。そのおおかみの気持ちの変化について、ロールプレイを取り入れることで、実感しながら考えさせたい。本教材を通して、人に親切にすることの気持ち良さを感じ取らせ、友達に親切にしたいという気持ちをもたせたい。
３　本時のねらい
　ｏ友達に温かい心で接し、親切にしようとする気持ちを高める。
４　準備・教材
　ｏ教材名「はしの　うえの　おおかみ」　出典「あたらしいどうとく」（東京書籍）
　ｏ教師・・・紙芝居、発問カード、絵カード、ワークシート、画用紙の一本橋
５　関　　連
　　１年　道徳　「はなばあちゃんが　わらった」(優しい気持ち)
　　１年　道徳　「ぼくの　はな　さいたけど」(思いやりの心)
６　学習指導過程
	段階
	学　　　習　　　活　　　動
	時間
	指　導　上　の　留　意　事　項

	方向付け
	１　クイズを通して、「親切」について考える。
ｏ「こんな時どうする？クイズ」をする。
・手伝ってあげる。
・拾ってあげる。
・声を掛ける。
２　教材の紙芝居を聞き、話し合う。

・みんな逃げていくからおもしろい。
・おれは強いんだぞ。
　　・うれしいな。

・ぼくは、もどれって言ってたのに。　　　・ぼくも、だっこしてあげよう。
・一緒に渡れるんだ。

　・くまさんに優しくしてもらって、ぼ

くも優しくしようと思ったから。
・あんなに大きい熊さんが、優しかったから。
・一緒に渡ることができるから。
３　これからの自分の気持ちや行動につ　いて考える。  
　・困っている子がいたら助けよう。
　・友達に優しくしてあげよう。
４　本時の授業を振り返る。

　(1) 親切について教師の話を聞く。

　(2) 自己評価をする。
	３
	ｏ主題について関心をもたせるために、絵カードでクイズを行い、親切という言葉の意味を理解させる。
ｏ児童が教材に集中できるように、紙芝居を読む。
ｏなぜ意地悪をするのか考えるため　に、意地悪をすることは、おもし　ろいと思う正直な気持ちを引き出　す。
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ｏ優しくしてもらったおおかみの気　持ちを実感させるために、教師と　指名した児童でロールプレイをす　る。
ｏ親切にしてもらうとうれしいという気持ちを押さえ、中心発問につなげる。

ｏこれまでと行動が変わった理由を　考えさせることで、親切にするこ　とのよさに気付かせる。
ｏどちらもいい気持ちになれることに気付かせる。

	
	
	
	
ｏ意地悪するより、優しくする方が気持ちがよいことにも気付かせる。
評　親切にしたり、されたりすること　のよさに気付いている。　（発表）
ｏワークシートを配付する。
ｏ授業を通して考えたことを、自分の言葉でまとめさせる。
ｏ机間指導をして、考えを書くことができない児童の支援をする。
評　人に親切にしようとする気持ちをもっている。    （ワークシート）
　　　　　　　　　
ｏ教師の親切にしてもらったり、困っている人を助けたりした経験について、その時の気持ちと共に話す。

ｏ◎、○、△の３段階評価とする。
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７　本時の評価
　ｏ親切にすることの良さや大切さに気付き、友達に親切にしようとする気持ちをもって　　　いる。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ワークシート）８　備　　　考
　ｏ親切にしてもらうことの良さに気付かせるために、ロールプレイを取り入れ、おおかみの気持ちを実感させる。
　ｏ嫌なことをされた相手の気持ちや、おおかみの自分本位な楽しいという気持ちについて考えさせるために、補助発問や切り返しで深める。
９　指導と評価
うさぎやきつねを追い返したとき、おおかみはどんな気持ちでしたか。





熊に抱き上げて渡してもらったとき、おおかみはどんな気持ちだったでしょう。





次の日、どうしておおかみは、「もどれ」と言わなかったのでしょう。





補「もどれ、もどれ」と言われた動物たちはどんな気持ちでしょう。





補おおかみは「もどれ」と言うのがおもしろかったのでは？
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